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平成22年度阿賀野市病院事業会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

可
決

　収益的収支の収入は、貯蔵品等の棚卸売却収益927万5千円増額
し総額19億5,928万2千円。支出は売却収益と同額を売却原価に計
上、市町村総合事務組合特別負担金380万円減額、8・9月分給料
復元に伴う職員人件費の不足額131万円増額、薬品類及び診療材料
費の不足見込額1,500万円増額し総額29億8,135万7千円とする。
　資本的収支の収入を130万円減額し総額13億2,867万1千円とす
る。支出は市町村総合事務組合特別負担金の減額に伴う退職手当債
380万円減額、レセプトオンライン化の補助金250万円増額する。

：　郷病院の円滑な民営化を望むものであるが、公設民営化の4月可決以
後は病院職員の処遇交渉や任用替え、病院管理者の再任問題と新病院建設等で発言
に整合性が無く、また、本補正予算に給料の原給復旧を計上し、6月の議決予算と
異なることから反対する。

： 市長や病院事業管理者の手腕には失望しているが、郷病院を存続させる
為にこれまで議会としても鋭意審議に努めてきた。公設民営化を目前にして否決は
できない。

条　
　

例

一
部
改
正

阿賀野市行政組織条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可
決　平成22年10月1日から水原郷病院を指定管理委託するに伴い企画政策課の分掌事務を改める。

阿賀野市情報公開条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可
決　平成22年10月1日から水原郷病院を指定管理委託するに伴い病院事業管理者を置かないことから、本条例で定義する実施機関について所要の改正を行う。

阿賀野市個人情報保護条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可
決　平成22年10月1日から水原郷病院を指定管理委託するに伴い病院事業管理者を置かないことから、本条例で定義する実施機関について所要の改正を行う。

阿賀野市職員定数条例の一部改正について
 平成22年10月1日から水原郷病院を指定管理委託する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可

決　　　　　に伴い病院事業の事務部局の職員数を減じ、併せて他の事務部局も現状を考慮し職員数を改める。
 議案上程された阿賀野市行政組織条例の一部改正と阿賀 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

否
決野市定数条例の一部改正は相対関係にあり、水原郷病院の管理運営と建設に関する分掌事務が、市長の事務部局である企画政策課の職掌とし

て改正されることから、その改正条例との整合性を明確にする為の修正案。
阿賀野市職員の定年等に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可

決　平成22年10月1日から水原郷病院を指定管理委託するに伴い、同病院の医師の例外規定が必要ないことから所要の改正を行う。
阿賀野市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
可
決

　平成22年10月1日から水原郷病院を指定管理委託するに伴い、水原郷病院事務長を置かないことから所要の改正を行う。

○：賛成　　 ：反対　　欠：欠席
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議　　　員

議　　　案

議　席
番号順

６月定例会以降９月定例会終了までの６月定例会以降９月定例会終了までの
活動状況を掲載してあります。活動状況を掲載してあります。
６月定例会以降９月定例会終了までの
活動状況を掲載してあります。議会の活動日誌議会の活動日誌

月　　日 出 席 会 議　･　行 事 等 の 内 容

6月24日(木) 　中華人民共和国駐新潟総領事館開館式
　祝賀レセプション

6月26日(土) 　食料農業推進協議会総会
6月28日(月) 　議会だより編集特別委員会

　安田職業訓練協会通常総会
7月 1日(木) 　柏崎市制施行 70周年記念式典
7月 5日(月) 　全国市議会議長会基地協議会理事会
7月 5日(月)～7月 6日(火)

　産業建設常任委員会先進地研修（長野県上田市）
7月 7日(水) 　全員協議会
7月11日(日) 　首都圏京ヶ瀬会総会
7月13日(火)～7月14日(水)

　社会厚生常任委員会先進地研修（富山県氷見市）
7月21日(水) 　全員協議会
7月23日(金) 　韮崎市議会 3常任委員会合同視察研修来市
7月27日(火) 　福島潟周辺整備促進協議会総会
7月28日(水)～7月29日(木)

　総務文教常任委員会先進地研修（福島県西会津町ほか）
7月29日(木) 　剣道夏季講習会開講式
7月30日(金) 　全員協議会
7月31日(土) 　首都圏安田会役員との懇談会（ふるさと協議会）
8月 3日(火) 　阿賀野市建設促進懇談会（意見交換会）
8月 5日(木) 　社会厚生常任委員会
8月 9日(月) 　総務文教常任委員会

　全員協議会
8月12日(木) 　議会運営委員会
8月15日(日) 　村杉温泉「開湯お湯くみ祭り」
8月19日(木) 　第 6回議会臨時会
8月24日(火) 　新潟県市議会議長会秋季定期総会　

　東京水原会ふるさと交流会
　水原まつり「ザ・灯籠来舞」

8月27日(金) 　議会運営委員会
　議会だより編集特別委員会

9月 7日(火)～9月22日(水)　
　第 7回議会定例会

9月 8日(水) 　全員協議会
9月11日(土) 　水原・安田地区敬老会
9月14日(火) 　全員協議会

　

阿
賀
野
市
が
誕
生
し
て
か
ら
定
例
議
会

の
度
に
傍
聴
し
て
お
り
ま
す
が
阿
賀
野
市

の
将
来
展
望
に
つ
い
て
市
議
会
議
員
各
位

の
熱
い
眼
差
が
窺う

か
が

わ
れ
ま
す
。
合
併
当
初

は
ま
だ
予
算
に
余
裕
が
あ
り
市
も
低
負
担

高
サ
ー
ビ
ス
を
モ
ッ
ト
ー
に
気き

随ず
い

気き

儘ま
ま

な

執
行
で
市
民
も
前
途
に
希
望
を
持
ち
推
移

を
見
守
っ
て
来
ま
し
た
が
、
平
成
19
年
米

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
住
宅
ロ
ー
ン
問
題
・
平
成

20
年
の
リ
ー
マ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破
綻
後

世
界
的
な
不
況
の
余
波
に
遭
遇
し
我
が
国

も
危き

急き
ゅ
う

存そ
ん

亡ぼ
う

の
域
に
あ
り
市
も
毎
年
予
算

が
縮
小
さ
れ
萎い

靡び

沈ち
ん

滯た
い

の
中
に
お
か
れ
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
市
と
し
て
も
拱

き
ょ
う

手し
ゅ

傍ぼ
う

観か
ん

で
は
市
民
は
困
り
ま
す
。
市
議
会
議
員

の
熱
い
議
論
に
つ
い
て
多
少
リ
ス
ク
も
感

じ
ら
れ
ま
す
が
市
も
議
論
さ
れ
た
ス
キ
ー

ム
を
検
討
し
実
践
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

市
の
発
展
は
執
行
部
と
議
会
は
両
輪
の

如
く
円
滑
な
回
転
運
動
に
よ
り
目
標
に
向

か
っ
て
伸
展
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

今
後
も
熱
い
議
論
を
展
開
さ
れ
誰
も
が

住
み
た
く
な
る
住
ん
で
良
か
っ
た
町
づ
く

り
に
邁
進
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
そ
の
動

向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

（
小
松
・
安
達　

健
一
さ
ん
）

　

今
回
、
阿
賀
野
市
議
会
を
傍
聴
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
長
と
議
員
と
の
間
で
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
し
た
が
、
議
会
は
う
ま
く
運
営
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

や
は
り
阿
賀
野
市
民
の
た
め
に
市
長
と

議
員
が
対
立
す
る
事
な
く
市
民
の
目
線
で

市
政
を
運
営
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
あ
ま
り
に
議
会
運
営
が
ス
ム
ー

ズ
な
の
で
、
市
政
の
た
め
に
、
も
う
少
し

ぶ
つ
か
り
合
い
が
あ
っ
て
も
よ
い
と
思
い

ま
す
。

　

現
政
権
が
言
っ
て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

か
ら
人
で
は
地
域
経
済
が
う
ま
く
運
営
し

な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
国
や
県
の
補
助

金
な
ど
を
調
べ
て
予
算
付
け
を
し
、
公
共

事
業
で
地
域
が
活
性
化
す
る
よ
う
に
議
会

運
営
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
山
口
町
・
宇
尾
野　

功
三
郎
さ
ん
）
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9
月
の
定
例
会
も
正
・
副
議
長
の
交
代
を
最
後

に
無
事
終
了
し
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
す
っ
か
り
秋
も

深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
夏
は
〝
記
録
的
な
猛
暑
〞
の
言
葉
で
は
か
た

づ
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
厳
し
く
、
多
く
の
方
が
熱
中

症
な
ど
で
搬
送
さ
れ
亡
く
な
ら
れ
た
方
も
お
ら
れ

ま
し
た
。

　

福
祉
の
手
が
行
き
届
い
て
い
れ
ば
、
亡
く
な
ら

ず
に
す
ん
だ
人
も
い
た
は
ず
で
す
。
信
じ
が
た
い

こ
と
が
起
き
る
現
代
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
前
兆

な
の
か
と
寒
気
さ
え
感
じ
ま
す
。

　

菅
改
造
内
閣
が
ス
タ
ー
ト
し
、「
有
言
実
行
内
閣
」、

「
元
気
な
日
本
に
つ
く
り
直
す
」
と
言
っ
て
い
ま

す
。
最
近
の
政
府
は
、
す
っ
か
り
国
民
の
信
頼
を

な
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
ぜ
ひ
実
現

し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

水
原
郷
病
院
の
「
公
設
民
営
化
」
も
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
県
厚
生
連
の
運
営
を
「
信
頼
」

し
、
一
日
も
早
い
救
急
体
制
の
充
実
を
望
む
も
の

で
す
。　
　
　
　

（
前
編
集
委
員　

風
間 

輝
栄
）


